
掲示期間 7.30-8.8 

新潟市民病院職員の特殊勤務手当支給規程の一部を改正する規程を次のように定める。 

令和８年７月３０日 

新潟市病院事業管理者 五十嵐 修一 

新潟市民病院管理規程第１１号 

新潟市民病院職員の特殊勤務手当支給規程の一部を改正する規程 

新潟市民病院職員の特殊勤務手当支給規程（平成２０年新潟市民病院管理規程第２１号）

の一部を次のように改正する。 

別表診療手当の項を次のように改める。 

診療手当 診療業務に

従事した医

師 

(１) 毎月の医業収益に１，０００分の１８を乗じて得

た額を診療手当の支給額の総額の限度として、医師の医

業収益における貢献度、勤務実績等に応じて病院事業管

理者が定める方法により算定した月額 

(２) 前号の規定にかかわらず、管理職手当が支給され

る医師が正規の勤務時間を超えて診療業務に従事した場

合は、同号の規定により算定した診療手当の額に、当該

業務に従事した正規の勤務時間を超えた時間１時間につ

き５，０００円を加算した額 

(３) 前２号の規定にかかわらず、診療報酬の外科医療

確保特別加算を算定する診療科の医師（以下この号にお

いて「対象医師」という。）が当該加算の対象となる手

術を実施した場合は、前２号の規定により算定した診療

手当の額に、毎月の医業収益のうち、当該加算による額

に１００分の７５を乗じて得た額（その額に１円未満の

端数を生じたときは、これを切り上げた額）に相当する



掲示期間 7.30-8.8 

額に対象医師の当該加算における貢献度、勤務実績等に

応じて病院事業管理者が定める方法により算定した額を

加えた額 

 別表災害応急対策等派遣手当の項中「災害対策基本法」の次に「（昭和３６年法律第２

２３号）」を、「大規模地震対策特別措置法」の次に「（昭和５３年法律第７３号）」を

加える。 

附 則 

この規程は、令和８年８月１日から施行する。 


